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島根おおちトピックス

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
浜
田
市
金
城
町
に
あ

る
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
組
合
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
組
合
員
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
当
日
は
、
各
支
店
か
ら
１
０
２
名
の
参
加
が
あ
り
、

25
組
で
の
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。
雨
が
強
く
冷
た
い
風
の
吹
く
あ

い
に
く
の
天
候
の
な
か
、
参
加
者
は
、
全
身
ぬ
れ
な
が
ら
懸
命
に
プ
レ
ー

し
、
桜
江
地
区
の
鈩
静
夫

氏
が
初
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
髙
光
弘
本
部
長
は
「
あ

い
に
く
の
天
気
に
な
っ
た

が
、
Ｊ
Ａ
事
業
を
通
じ
、
組

合
員
の
親
睦
と
健
康
増
進

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

6
10月

組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

優勝した鈩静夫氏

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
金
融
共
済
部
は
、
年
金
受
給
者
の
方
を
対
象
と
し
た
、
年
金
受
給
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
邑
南
町
に
あ
る
石
見
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
６
回
目
と
な
る
こ

の
大
会
は
、
組
合
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
企
画
さ
れ
、
高
齢
化
す
る
地
域
社
会
の
な
か

で
組
合
員
、
地
域
住
民
、Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
晴
天
の
中
、
各
支
店
よ
り
１
４
４
名
が
参
加
。
25
組
に
分
か
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め

ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
も
あ
り
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
参
加
者
も
多
数
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

日
髙
光
弘
本
部
長
は
「
心
配
さ
れ
た
天
候

も
秋
晴
れ
と
な
り
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
日
和
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
事
業
を
通
じ
、
組
合

員
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て

ほ
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

年
金
受
給
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

4
10月

優 勝

優 勝

ベスト
グロス賞

レディース
ベスト
グロス賞

準優勝第3位

準優勝第 3 位

畑
　
日
出
義
（
川
本
）

鈩
　
静
夫
（
桜
江
）

神
田
恵
介
（
石
見
）

小
宮
七
郎
（
川
本
）

小
林
君
枝
（
瑞
穂
）

漆
谷
　
傳
（
大
和
）

渡
辺
光
治
郎
（
桜
江
）

上
田
　
良
行
（
石
見
）
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島根おおちトピックス

7
10月

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
全
役
職
員
参
加
に
よ
る
地
域
貢
献
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
管
内
７
支
店
が
そ
れ
ぞ
れ
で
活
動

の
内
容
を
計
画
し
、

道
路
沿
い
の
空
き
缶

や
ご
み
拾
い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
掃
除

な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
豊
か

で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
お
り
、
地
域
貢
献
活
動
・
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
を
継
続
的
に
行

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

役
職
員
統
一
行
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Ａ
コ
ー
プ
さ
く
ら
え
店
改
装
オ
ー
プ
ン

　

ゆ
と
り
倶
楽
部
の
今
回
の
講
座
は
、「
わ
た
し
ノ
ー
ト
作
り
」
と
題

し
て
家
の
光
協
会
よ
り
中
野
竜
治
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
「
家
の
光
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
」（
家
の
光
12
月
号
第
２
別
冊
付
録
）
に
つ
い
て
と
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
本
店
金
融
部
推
進
企
画
課
の
西
村
雄
一
課
長
補
佐
に
「
相
続
に
つ
い
て
」
の
お

話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
初
に
、
西
村
課
長
補
佐
よ
り
「
相
続
開
始
後
の
申
告
と
手

続
き
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
、「
相
続
」
を
「
争
族
」
に
し
な
い
た
め
に
、
相
続
財
産
の
分

け
方
に
優
先
順
位
の
定
め
が
あ
る
こ
と
、
相
続
人
に
紛
争
が
あ
る
と
相
続
人
全
員
が
損
す

る
こ
と
、
遺
言
書
の
種
類
と
特
徴
、
法
定
相
続
人
と
法
定
相
続
分
な
ど
に
つ
い
て
事
例
を

交
え
た
話
し
を
聞
き
、
最
後
に
ご
相
談
は
Ｊ
Ａ
相
談
窓
口
へ
と
ご
案
内
を
し
ま
し
た
。
続

い
て
、家
の
光
協
会
の
中
野
さ
ん
か
ら
「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
活
用
に
つ
い
て
、

終
活
＝
終
い
支
度
で
は
な
く
、
自
分
自
身

の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て
書
く
自

分
史
で
あ
り
、
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
こ
と
を
聞
い
た
あ
と
、
練
習
シ
ー
ト

を
使
い
実
際
に
自
分
の
事
に
つ
い
て
記
入

し
て
み
ま
し
た
。
最
後
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
は
、
気
力
や
判
断
力
が
あ
る
う
ち

に
思
い
立
っ
た
時
が
吉
日
と
聞
い
た
後
、

講
座
を
終
了
し
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
は
、

「
わ
た
し
ノ
ー
ト
に
は
、
持
病
や
か
か
り

つ
け
の
病
院
、
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
体
の

こ
と
や
家
系
図
な
ど
も
記
入
で
き
、
家
族

に
自
分
の
事
、
家
の
事
を
伝
え
る
大
切
な

ア
イ
テ
ム
だ
と
改
め
て
わ
か
っ
た
。」「
自

分
の
家
族
に
も
記
入
し
て
お
い
て
欲
し

い
。」
な
ど
と
好
評
で
し
た
。
講
座
終
了

後
も
質
問
が
続
き
有
意
義
な
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

11
10月

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
６
回
講
座
開
講

　

今
年
８
月
中
旬
か
ら
着
工
し
て
い
た
Ａ
コ
ー
プ
さ
く
ら
え
店
の
改
装

工
事
が
終
わ
り
、
６
日
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
、
１
０
０
名
ほ
ど
の
列
が
で
き
、
先
着
１
０
０

名
に
紅
白
ま
ん

じ
ゅ
う
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

改
装
工
事
で
は
、
内
装
が
一
新

さ
れ
、
外
装
も
一
部
が
塗
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
県
内
産
・

国
内
産
に
こ
だ
わ
り
、
安
心
・
安

全
な
商
品
を
提
供
し
、
組
合
員
・

利
用
者
の
皆
様
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
店
舗
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

6
10月
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島根おおちトピックス

Ｊ
Ａ
女
性
部
和
牛
審
査
競
技
会

島
根
県
種
畜
共
進
会

　

島
根
中
央
家
畜
市
場
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
島
根
県
種
畜

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
地
区
本
部
か
ら
は
、
８
月
に
行
な
わ
れ
た
管

内
選
抜
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た
、「
ゆ
き
ひ
ら
２

の
６
」
矢
上
高
校
（
邑
南
町
）、「
あ
き
」
大
旗
安

二
さ
ん
（
川
本
町
）、「
か
つ
し
ん
」
西
槇
和
江
さ

ん
（
美
郷
町
）
の
３
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
後
継
者
育
成
を
目
的
と
し
た

Ｊ
Ａ
女
性
部
和
牛
審
査
競
技
会
も
行
な
わ
れ
、
和

牛
審
査
競
技
に
取
り
組
む
高
校
生
も
参
加
す
る

な
ど
、
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
和
牛
審
査
眼
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
共
進
会

21
10月

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
羽
須
美
支
店
と
女
性
部
羽
須
美

支
部
が
協
力
し
、
羽
須
美
管
内
で
開
催
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト

祭
に
お
い
て
野
菜
ク
イ
ズ
や
米
の
等
級
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
は
き
ぬ
む
す
め
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
つ
や
姫
、
他
産
地
の
４

種
類
の
米
を
炊
き
、
一
口
大
の
大
き
さ
に
し
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
も
ら
い
、

産
地
当
て
ク
イ
ズ
も
行
な
い
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
米
を
何
度
も
見
比
べ
、

食
べ
比
べ
る
な
ど
し
、
味
の
違
い
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
違
い
が
わ
か
ら
な
い
。
見
た
目
は
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。
難

し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

15
10月

リ
ゾ
ー
ト
祭
出
店

 

若
雌
区
（
３
区
）

優良賞
「ゆきひら２の６」
矢上高校（邑南町）

 

成
雌
区
（
４
区
）

優秀賞８席
「あき」

大旗安二さん（川本町）

優良賞首席
「かつしん」

西槇和江さん（美郷町）

優　勝
島根県立 矢上高等学校

最優秀選手賞
島根県立矢上高等学校  甲山美紀さん
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島根おおちトピックス
島根県農業協同組合

組合長賞

　

松
江
市
の
松
江
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

デ
ン
で
「
島
根
の
花
」
品
評
会
が
行

な
わ
れ
管
内
か
ら
５
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
県
内
各
地
域
か
ら
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
、
菊
を
中
心
に
25
品
目
１
２
８

点
の
出
品
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、（
農
）

小
松
地
営
農
倶
楽
部
か
ら
出
品
さ
れ

た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
が
受
賞
し
ま
し

た
。
樋
ヶ
隆
行
氏
は「
今
回
の
受
賞
は
、

大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
品
質
向
上
に
努
め
て
頑
張
っ
て
行

き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は

地
元
の
市
場
及
び
広
島
・
岡
山
・
兵
庫
・

大
阪
の
市
場
へ
も
出
荷
し
て
お
り
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

22
10月

　

出
雲
市
の
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
ク
ル
マ
ス
タ
ー

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
組
合
員
・

利
用
者
へ
の
更
な
る
保
障
拡
充
お
よ
び
自
動
車
共
済
の

普
及
拡
大
を
目
指
し
、
支
店
の
自
動
車
共
済
担
当
で
あ

る
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
を
目
的
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
地
区

本
部
か
ら
は
、
９

月
に
予
選
を
行
な

い
、
瑞
穂
支
店
の

片
岡
明
徳
職
員
が

代
表
で
出
場
し
、

好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

25
10月

自
動
車
共
済

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

「
島
根
の
花
」
品
評
会
開
催

平
成
29
年
10
月
31
日
付
退
職

前　
森　
一　
美

営
農
部
農
機
拠
点
セ
ン
タ
ー

依
願
退
職

平
成
29
年
11
月
1
日
付
人
事
異
動

氏　
名

新　
任

旧　
任

山　
田　
理　
恵

桜
江
支
店
金
融
共
済
課

企
画
管
理
部
総
務
課
（
休
職
）

美
郷
町

（
農
）小
松
地
営
農
倶
楽
部

品
目
：
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

品
種
：
Ｓ
Ｏ
八
雲
雅
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農 だ よ り営

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 92 1,410,480 231,120 636,537
ヌキ 156 1,095,120 228,960 737,699
合計 248 1,410,480 228,960 699,817

島根おおち
メス 12 719,280 433,080 613,980
ヌキ 14 928,800 379,080 775,671
合計 26 928,800 379,080 701,045

瑞 穂
メス 1 468,720 468,720 468,720
ヌキ
合計 1 468,720 468,720 468,720

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0 

石 見
メス 4 626,400 626,400 626,400
ヌキ 1 881,280 881,280 881,280
合計 5 881,280 626,400 677,376

川 本
メス 2 626,400 433,080 529,740
ヌキ 2 810,000 717,120 763,560
合計 4 810,000 433,080 646,650

邑 智
メス 4 719,280 564,840 657,450
ヌキ 10 928,800 677,160 804,480
合計 14 928,800 564,840 762,471

大 和
メス 1 704,160 704,160 704,160
ヌキ 2 831,600 379,080 605,340
合計 3 831,600 379,080 638,280

桜 江
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

県外移出率

44.98%合計39.86%去勢雌 52.48%

中央 “反発” の相場展開 
　本県 10月の子牛市場は、中央市場のみの開設で、
248 頭の上場があり、平均価格は、雌 636,537 円、
去勢 737,699 円、総平均 699,817 円で“反落”の
取引となりました。
　今月の上場牛は、全体的にばらついており、発育
良好なものも見られましたが、発育・体積が劣るも
の、肋張りが弱いもの、体のゆるいものが散見され
ました。
　また、今月に入ってから全国的に枝肉相場が下落
しており、これに伴い素牛相場も全国的に弱含み傾
向にあります。更に、枝肉では等級間の価格差が大
きくなってきているため、これを反映するかのよう
に中央市場でも上場牛の価格差が顕著に現れました。

平成29年10月子牛市場成績表

農業用パイプハウスの雪害対策を
実施して下さい

　積雪の季節を迎える次期となりました。地区本部管内では近年倒壊など、積雪による被害が多く発生してい
ます。農業用パイプハウスを所有の方は、次のことを実施して下さい。

①ハウスビニールを取り外して下さい。
②ビニールのたるみが無いようにビニペット、スプリング、マイカ線等でピンと張り直して下さい。
③雪害用支柱など適切な支柱を設置して下さい。柱の下には板やブロックなどの台石を置き土中に

沈み込むことを防いで下さい。
④横梁の補強をして下さい。外側方向への拡がりを防止して下さい。（使用する部材はパイプ等が

良いが、ワイヤーや番線等でも補強効果が期待できます。）

　除雪が追い付かず、倒壊の危険が迫っている場合は、やむを得ない処置としてビニールを切断する。但し、
落雪や倒壊の恐れがないか細心の注意を払いながら、安全を充分に確保した上で作業をして下さい。
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　病害虫に対しては有効な農薬も、なかに
は環境汚染を引き起こすものもあります。
様々な事故を未然に防止するために、JA
として農家に保管されている不要な農薬の
回収を下記の日程で行います。

11月27日（月）〜
12月2日（土）

　希望者は廃棄農薬を普通物・毒物劇物に分類し
各支所営農生活課に持参してください。

普通農薬……… 1㎏当たり400円
毒物劇物農薬… 1㎏当たり500円
・薬剤全て残量あるなしに関わらず計量し、処理
料を計算いたします。

※乳剤・液剤については容器の容量で処理料を計算しま
す。

※普通物と毒物劇物との区別不能な物は毒物劇物扱いと
します。

農業用廃棄農薬回収処理 回収方法・分別

経　費

回収実施期間

（
税
込
）
（
税
込
）

13



女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

川
本
支
部
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
学
ぶ

29
年
度
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
反
省
会

　

川
本
支
部
は
、
川
本
北
公
民
館
に
お
い
て
、
生

活
研
修
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
部
員
18
名
が
参
加
。
講
師
に
は
、
大
和
支
店
唐
溪

由
美
子
職
員
を
招
き
行
な
わ
れ
ま
し
た
。研
修
で
は
、エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
は
自
身
の
人
生
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
自
分
の

た
め
で
も
あ
り
、
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
の
た
め
で
も
あ
る
な

ど
ノ
ー
ト
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

書
き
方
の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
書
い
て
み
る
と
、
自
分
に
つ

い
て
な
か
な
か
書
け
な
く
ペ
ン
が
止
ま
る
部
員
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
部
員
は
「
最
初
は
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
取
り
掛
か
り
に

く
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
説
明
を
聞
く

と
前
向
き
な
考
え
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

ノ
ー
ト
を
書
く
こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直
す

い
い
機
会
と
し
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
は
、
い
こ
い
の
村
し
ま
ね
に
お
い
て
、
市
場
担
当
者
、
営
農
指
導

員
を
招
き
、
29
年
度
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

営
農
部
営
農
企
画
課
の
吉
川
和
成
職
員
か
ら
29
年
度
の
出
荷
状
況
、実
績
報
告
が
あ
り
、

出
荷
本
数
が
減
っ
た
が
平
均
単
価
が
良
か
っ
た
た
め
販
売
金
額
へ
の
影
響
が
少
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
島
市
中
央
卸
売
市
場
㈱
花
満
切
花
グ
ル
ー
プ
の
新
田
千
晶
氏
か
ら
は
「
島
根
お
お
ち

か
ら
出
荷
す
る
ケ
イ
ト
ウ
は
品
質
が
良
い
。
こ
れ
か
ら
も
女
性
部
の
き
め
細
や
か
な
出
荷

を
期
待
し
た
い
。」
と
い
っ
た
市
場
か
ら
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寺
内
洋
子
女
性
部
長
は
「
女
性
部
で
の
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
は
７
年
目
を
向
か
え
た
。
今
回

の
反
省
会
で
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
来
年
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
女
性
部
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

17
10 月

◇
２
週
続
け
て
週
末
に
台
風
が
来
て
行
事
や
帰
省
が
中
止
に
な
り
と
て
も
残
念
で
す
。
最

近
、
ハ
ッ
ト
ウ
ジ
が
多
く
何
と
か
な
ら
な
い
か
な
と
困
っ
て
い
ま
す
。

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

60
代

●
週
末
の
台
風
で
せ
っ
か
く
の
計
画
が
中
止
に
な
っ
て
残
念
で
し
た
ね
。
や
っ
と
台
風
シ
ー

ズ
ン
も
終
わ
り
、
秋
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
ハ
ッ
ト
ウ
ジ
は
本
当
に
大

迷
惑
で
す
よ
ね
。
我
が
家
の
カ
ー
テ
ン
に
も
ビ
ッ
シ
リ
！
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
湧
き
出
て
来

て
～
あ
の
姿
と
臭
い
は
強
烈
…
。

◇
私
は
、
毎
年
タ
マ
ネ
ギ
を
二
千
本
～
三
千
本
植
え
て
い
ま
す
。
妹
や
娘
、
親
戚
へ
届
け

る
た
め
に
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
良
い
出
来
と
悪
い
出
来
が
極
端
で
す
。
そ
も
そ
も
元
肥
か

ら
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
今
回
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

	

大
和
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

60
代

●
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
今
年
の
植
え
付
け
は
、
元
肥
も
バ
ッ
チ
リ
で

終
わ
ら
れ
ま
し
た
か
？
来
年
、
よ
り
立
派
な
タ
マ
ネ
ギ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
れ
ば
良
い
で

す
ね
。
き
っ
と
娘
さ
ん
や
ご
親
戚
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
ま
す
よ
。

◇
今
回
の
「
健
康
散
歩
」
で
酵
素
の
事
を
読
み
ま
し
た
。
酵
素
は
食
生
活
で
摂
れ
た
り
、

摂
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
り
、
今
後
の
参
考
に
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
次
回
は
、
ど
ん
な
内
容
か
楽
し
み
で
す
。	

桜
江
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

70
代

●
酵
素
は
、
食
べ
物
の
消
化
、
吸
収
を
助
け
た
り
、
免
疫
力
を
上
げ
た
り
、
新
陳
代
謝
を

良
く
す
る
働
き
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
年
齢
と
共
に
低
下
し
て
い
き
、
肩
凝
り
、
腰
痛
、

肌
の
老
化
な
ど
を
早
め
る
な
ど
と
あ
り
ま
し
た
。
大
変
！
日
頃
か
ら
積
極
的
に
発
酵
食
品

や
野
菜
、
果
物
な
ど
の
食
物
酵
素
を
摂
取
し
て
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
で
過
ご

し
た
い
で
す
ね
。

◇
雨
が
続
く
天
気
で
早
く
小
春
日
和
が
続
く
日
々
が
来
る
と
良
い
の
に
…
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
私
達
の
年
代
に
は
馴
染
み
の
な
い
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
で
す
が
、〝
し
ま
ね
○う
れ
し
ぴ
〟

の
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
グ
ラ
タ
ン
」
是
非
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

	

石
見
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

60
代

●
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
グ
ラ
タ
ン
」
う
ま
く
出
来
ま
し
た
か
？
材
料
も
か
ぼ
ち
ゃ
、
タ

マ
ネ
ギ
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
チ
ー
ズ
な
ど
す
ぐ
手
に
入
る
材
料
で
簡
単
に
出
来
て
、
寒
い
季

節
に
ぴ
っ
た
り
の
ほ
っ
こ
り
と
し
た
一
品
で
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
パ
ー

テ
ィ
ー
の
一
品
と
し
て
役
立
ち
そ
う
で
す
ね
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

16
10 月
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12月の行事紹介

16日（土）・18日（月）・19日（火）
12月の外勤日

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　年金相談センターTEL.83-1803

年金相談会
場　所：大和支店
時　間：10：00〜15：00

年金相談会
場　所：邑智支店
時　間：10：00〜15：00

12月2日
土

12月3日
日

10/11瑞穂支店にて年金相談会を開催しました。

年金受給資格が 2つ以上ある方（例えば、障害厚生年金と老齢厚生年金・遺族厚生年金と老齢厚生年金）す
べての受給資格年金が受給できるわけではありません。
手続きとして、
～現在年金受給中（障害年金や遺族年金等）の方～
①新たに受給資格が発生（老齢厚生年金等）する時は必ず年金の請求をする
②２つの年金のうちどちらを受給するのか選択をする　『年金受給選択申出書』にて提出する
※ 60歳・受給開始年齢・65歳時には年金相談を受けられることをお勧めします。
　（年金相談では上記のように選択する際、それぞれの年金の見込額等が分かります。手続きも出来ます。）

要注意！！

・今、障害年金受給中。今年 62 歳になるので厚生年金の請求をするように
  なるけど、障害年金と厚生年金両方もらえるのか？
・遺族年金受給中。今年 60 歳になるので自分の厚生年金の請求をすると
  遺族年金どうなるの？
・65 歳時の手続きはどうしたらいいのか？
など質問がありました。

質
問
内
容
で
す

ゆとり倶楽部
場　所：地区本部営農部
内　容：ミニ門松作り

12月13日
水

ご来店感謝デー
場　所：各支店

12月15日
金

今年も「お客様ご来店感謝デー」を12月
15日（金）に開催いたします。各支店で
素敵なプレゼントをご用意しています。
皆様のご来店を職員一同心よりお待ち
しております。

寿ロードが開催されました。台風が心配されましたが無事何事も無く終わりました。
ご参加ありがとうございました。来年はどこに行くのか？何をするのか？楽しみですね（笑）。
ウキウキ・ワクワク♪楽しみにお待ちください。
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